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このたびは、お買い上げまことにありびとラございます。 

ご使巧になる前に、この取巧説明書を最後までお読みください。 
お読みになつた後は、お傳いになるちびいつでも見られる 
ところに必ず保管してください。 



日本国内 lOOV 専用（交流100 VL ツ列の電源では使用できません。 ） 
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o 


差し込みプラグは 
コンセントの奥まで 
しっかり塞し込む。 


感電•シヨート•発煙 
おそれ。 


この絵まちは行為を mm 
したり、 r 指お j した D ずる 
巧容でず。 


〇 


(強制-指示） 

(差し込みプラ 
グを抜く） 


® 電源コードは傷んだまま 
傳用しない。 

I 傷つける.無理に曲げる-引っぱる- \ 

ねじる-たばねる-高溫部にあづける- 
\重い物を載せる*挟み这む.加工ずるなどノ 
電源コードび破摸し、义が•感電の原因。 


0 


ポットを乾倒させない。 


プッシュボタンが上がって 
フラップを閉じた巧態に 
していても、傾けたり倒し 
た0しない。 

お湯が流れ出て、 。备 

やけどのおそ打。 


0 この給表示は行為を 
「禁止」する内容です。 

(^(分解禁止) 


/ CN 電源コードや差し込みプラグ 
が傷んだり、コンセントの善 
し込みびゆるいときは使巧 
しない。 . 

感電-シヨート- 発'火の 
原因。 


♦給表示の巧 


0 


満水目盛社の 
水を入れない。 


お湯がふさこぼれ、 
やけどのおそれ。 


0 


交流100 Vi ^ ソがで 
は使用しない。 


义ぶ-感蛮の原因。 


A ミ主意 

r 傷書を負ラ、または物的損雲の 
みび発生する可能せが想定され 
る」巧容を示します。 



水につけたり、 
水をかけたり 
しない。 


シヨー ト.感電の 
おそれ。 


〇 


定格1己 ALU 上のコンセント 


化の器具と併用すると 
分岐コンセント部び異 
常発熱して' 発义する 
おそれ。 


※お使いになる人や他の人々へのを害や 
損害を未然に巧止するためにおずお守 
りください。 

※本がに貼付しているごを意に関するシ 
ールは、はびさないでください。 

※お読みになった後は、お使いになるちび 
いつでを見5れるところに必ず保管し 
て < ださい。 

♦ま意事項は、誤った巧い方で生じるち 
害や損害の程度を、む下の表示で区分 
しています。 


A 黨吿 

i II 1,1111、 ' ■ 11111111 

r 死亡または重傷などを負う巧能 
性が想定される」内容をおしま 
ず。 




改造はしない。 

修理技術者がの人は分解 
したり、修理をしない。 


义ぶ-感電-けび①原因。 
修理はお質い上げ 
の販売店、または , 

I ■連緒制に記載の （ 

タイガーのちよ0 夕 
のを店、営業所に ^ 
ご相談ください。 


A 警告 

® めれたをで、 

差し込みプラグの 
抜さ差しをしない。 

感蜜やけびをずる 1^1ち 


が 


0 


器具巧フラグ(磁石苗:)の 
巧端にピン等金属片や1 
ごみを巧着させない。^ 


感電•シヨート-発义の 
原因。 


尾片やぶ 

なし、 


〇 


善し込みプラグにほこりが 
付着している場をは、 

よくふき取る。 I 


义がの原因。 






器真巧プラグを 
なめさせない。 


弹幼おが誤ってなめない 
よラにミち意すること。 
感電やけがの原因。 



0 


テ供だけで使わせたり、 
幼巧の手の届くところ 
で使わない。、 


やけど-感電-けびを f 
ずるおそれ。 


〇 


上ぶたを確実に 
閉める 。、 


倒れたとさにお湯が 
流れ出て、やけどの 
おそれ。 



0 


蒸気孔をふさんなどで 
ふさがない。 SS か 


お湯びふをこぼれて、 
やけどをするおそれ。 



S 


氷を入れて保を巧に 
使わない 。/ -\ 


をたい水や氷を 
入れると結露が生じ、 
感電-故障のおそれ。 



お j 


、ぐ、〇、0 

為佩 

J ホロ-スし 

加動 
7巧を移 
リロ撃て 

心辭わ 

んり、持 

b た〇を 
b つたた 
じずつぶ 

S ゆ振上 


0 



てしの 
つに剧ど 
が態りけ 
上がたや 
がたけ、 
ンじ賴て 
夕巧、。出 
ボををいれ 
ユプてな流。 
シッいしびれ 
ッラてり罵そ 
フフしたおお 





















0 


水むがのちのをねかさない。 


お茶、牛乳、;1、ティーバッグやお茶の葉、 
インスタント食品などを入れて使用ずると、 
泡立ってふをこぼれ、^、 
やけどのおそれ 。 f 
また、こげっき，腐負、/法冨 M 
が障の原因。 ノ、 コ-ヒーホシ 




蒸気孔に 
手をふれない。 


やけどをするおそれ。 
特に乳が巧には、 
さわらせないぶラ 
にま意すること。 



取んつ 


な巧か.’;茂:、-:巧/' 苗た‘;が''; {ち',’.も ' 

® 不安定な場所や、熱に弱い I ^ 
敷物の上では ^ 


鶴顯ぶ 


® 不安定な場所や、熱に弱い 
敷物の上では 
使用しない。^ん 

火ぷの原因。 \{ ら■夕^ぶ 


湯わかし中は、 
お湯を注びない。 


お湯が琼び散り、 
やけどの原因。 


が 


0 


壁や家具の近くでは 
使わない。 




蒸気または熱で壁や家具を瘍め、 
を色、をおの原因。 

キッチン用収视棚など 
を使ラとさは、中に •广 
蒸気がこちらないよラ 
にま意ずること。〜■の A [ 


上ぶたを開けるときに出る 
蒸気にふれない 

い 


機 


やけどの原因。 




〇 


お手入れは 
おえて占、5巧ラ: 


(S) 


高適部に軸れ、 
やけどのおそれ。 



この製品専用の電源コード 
L ソがは使用しない。 

電源コードを他の機器に 


乾用しない。 


故障-発义のおそれ。 



A 使巧時むがは 

差し込みプラグを 
コンセントから巧く。 

けがややけど、絶縁男化による感電 • 
漏電义がの原因。 


〇 


差し込みプラグを巧くときは、 
おず差し込みプラグを持って 
引さ巧<。 


感電や、 シヨー トして 
発义ずるおそれ。 





使用中や使巧をしばらくは高温部にふれなし、。 

やけどの原因。 




>水のかか0やすい場巧では 
使用しない。丸洗いはしない。 

底部はめ5さない。蛇口か5直接 
水を入れない。 

本巧内部に?脚 jCCX 

s!'. 編 ^' 言 IN な 


♦熱に弱いテーブル 
などの上に置かない。 

テーブル、敦物などが 
変色、変おするおそれ 。 C 



♦タコ足配線はしない。 

义災のおそれ。’ 


m 


>プッシュボタンを巧し 
下げたままにしない 。 C 

倒れた場合にお湯び C 
流れ出て、やけどの \ 
おそれ。 


轉 


\ 末永くご使用いただくたゆに、必ずお巧0 1 

<ださい。 

•直射日光が長時間あたる場所で 

♦カラだををしない。 

は使巧しない。 

水を入れないで通電ずると、巧客器の 

本体が熱くなるなど、な障の原因。 

熱変色、故障の原因。 

♦蒸気孔をフキンなどで 

•本体をさかさにしない。 

ふさがない。 

底部が水にめれていると、底部か己水 

上ぶたの変おの原因。古%^^ 5 

) が入り、故障の原因。 

11/ 

•义気の近くでは使用しない。 

♦備長炭などの炭を入れて使巧し 
ない。 

変形 • が障の原因。 

L 

故障の原因。 

y 


















雰気孔- 

蒸気孔に手をふれない 
でください。やけどを 
することがありまず。 
特に乳狐哥こは、さわ 
らせないよラごま意< 
ださい。 




フラップ . 

プッシュボタンを巧すと 
フラップび開閉しまず。 


給水 マー ク— 
ここまで減る前に 
水を入れまず。 


ブッシュボタン 

ブッシュボタンを巧して下げ、フラップを開けて 
からまぎます。まぐときな外はプッシュボタンを 
押して上げ、フラップが閉じた状態にしておいて 
ください。 _ 

A 整化 

目口 

0 抱きかかえたり、傾け 
たり、ゆすったり、上 
_ 下に勢し化く振ったり、 

衝撃を加えない。上ぶたを 
\ 持って移動しない 

> ) プッシュボタンが上がって 

フラップを閱じたが態にし 
二^^ ていてち、傾けたり倒した 

ニジ T りしない。お湯が流れ出て、 

\ やけどのおそれ。_ 

ふたパツキン 

(ミ肖耗部品一13ベージ参照） 


満水目盛 

溝水目盛 W 上の水を 
入れないで<ださい C 
お湯がふをこぼれ、 
やけどの恐れがあり 
まず。 


- 019 . 


A ンドル 
プラグ差し込み □ 


te 巧 !'。 JagA 


器具用プラグ 
本巧へ 



r 保适 j ランプ（オレンジ） 
r 湯ねかし」ランプ(赤） 


差し込みプラグ 
コンセントへ 


•この蜜気ポットは、水を入れると自動的に湯わかしを行い、そのまま自動的に保温しまず。 
参を場などに室滋がほくな D、 保温中の湯混がさがることがあると、邑動的に湯わかしをず 
るし<みになっていまず。また湯量がみな<なると湯通をさがりやず<な0、自動的に湯 
わかしに切0換わることがありまず。少なくなる前に水を入0てご俊用くださし、。 

♦この製品のお湯は、完全には沸と5されません。 


使い方 (ご使巧前に必ず r 安全上のごを意 J をお読みください。） 


上ぶたの開け方、はずし方 


矢印（開ける）ち向に 
まわしまず。 


※プッシュボタンが 
下びつていると、 
上ぶたがまわり 
ません。 



■巧邸 • 

の上ぶたの Q 印とミモぎ□の〇印 
ぞ合わせて上ぶたをはめます。 
留矢印{閉める）方向にまわし、 
再び D 印が〇印の位置にくる 
までさつちりと閉めます。 

※〇印と0巧を合わさずに 
上ぶたをはめると、回し 
てを確実に閉ま0ません。 





•上ぶたをはずし、やかんなどで水を 
入れます。 



l‘*t 山！化"な Tit 抑 JJIWI 化 !! よ巧田 a 


上ぶたを閉める 







♦「満水目盛 jl ； u ： のかを 
入れないでください。 
お湯がふをこぼれて、や 
けどをずるおそれがあ0 
ます。 

参水道の蛇□から直接水 
を入れないで < ださい。 
あふれるとショート* 
感電のおそれがありまず。 
• r 給水マーク」な下のか 
でねかさなし v ^< ださい。 
カラだをによる巧容器 
の変色、故障のおそれが 
あ0まず。 




♦上ぶたが確実に閉まって 
いないと、湯わかしが止ま 
5なくなったり、倒れたと 
をにお渴びを量に出てや 
けどのおそれがあ0まず。 

♦上ぶたの閉めちが不充分 
ですと、フラップの作動 
が悪くなりまず。必ず 
確実に閉めてください。 


♦ゆっくり確実に閉めます。 
(閉めち一上記参照） 
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ホじめてお使いになるときやしば 6< 保管されていたとをは、一度手順 
どおりにお湯をわかしたあと、そのお湯を捨ててか5お使いくださし、。 



湯わかし岭保ミ i 


わかす巧温 


わかす巧温 



〇湯わかし中)@保温） 
■湯わかし時間の目安：約1已分 

(水量：南水水温’室逼： 2的：電圧.' 10日 V ) 


お湯をまぐ 

① 器具用プラグを本体よりはずしまず。 

② プッシュボタンを巧してフラップを 
開けまず。 

③ 八ンドルを持ってゆっくり傾けて、 
急須などをまざ□に近づけてをぎます。 





④ を湯をは、必ずプッシュボタンを押し 
て上げ、フラップを閉めておさます。 

⑤ 保溫を続ける場合は、器具用プラグを 
差し込みます。 


が 今 




•差し这みプラグにほこり 
が付着している場合は、 
よくふを取ってくださし、。 
そラしない場合、乂災の 
原因にな0ます。 

•器具巧プラグ(磁石式)の 
光端にピン等金属片やご 
みを付着させないでくだ 
さし、。感電•シヨート•発 
义の原因になります。 

ntttm sw ac Bsggiascaaai^s aitimi ■■ 占な五ぶ ■ fs sgiaaasaaaaat 

参湯わかし直後は、お湯を 
まがないで < ださい。 
お湯がとび散り、やけど 
の原因になりまず。 

♦保温中、室温び低い場合 
や湯量がかない場合は、 
自動のに再度湯わかしを 
ずることがあ0ますが、 
故障ではありません。 

♦お湯がいっぱい入って 
し巧場合は、みし傾けた 
だけでお湯が出まずので 
やけどにご注意ください。 

•器具用プラグを差し込ん 
だままお湯をミまがないで 
<ださい。 

器具用プラグがはずれる 
ことがありまず。 

♦プッシュボタンを押し 
下げ、フラップを開けた 
ままにしないで < ださい。 
倒れたときに、お湯が流 
れ出てやけどのおそれが 
ち0まず。 





お讀が給水マークのおくまで] 
、廊つたときな…_ ) 

♦上ぶたをはずし、水を入れて 
ください。自動的に湯わかしを 
始めます。 


参上ぶたを開けるときに出 
る蒸気にふれないでくだ 
さい。やけどをずるおそ 
れがありまず。 

参上ぶたの内側は熱くなつ 
ていますのでごを意くだ 
さい。やけどのおそれが 
あ0まず。 







♦給水マーク iU 下の湯量 
で長時間保温すると、故 
障の原因になりまず。 

参入れる水の量がかなかっ 
たり、お湯を入れた場合、 
ずぐに湯わかしランプに 
切り換わらなかったり、 
遅れて点なすることがあ 
0まず。 


を使用後は 


参プラグ差し込み口に残り 
湯びかからないようごを 
意<ださい。故障の原因 
になります。 

♦まぎ口を下にして残り湯 
を捨てると、お湯が手に 
かか0やけどのおそれが 
あ0ます。 

参残り湯は放置しないでく 
ださい。巧容器の変色や 
においの原因にな0ます。 

① 電源コードをはずします。 

② 上ぶたをはずし、図のような方向から 
残り湯を捨てまず。 











お手入れの方法 


参水につけたり、水をかけたりしないでください。ショート•感電のおそれが 
ありまず。 

参沉洗いは絶巧にしないでください。本体内部に水び入り、巧障の原因になりまず。 
•お手入れするときは、プラグをはずし、残り湯を捨てて、本体わ‘、冷えてから 
巧ってください。 

参台所用合成洗剤むか（シンナー、クレンザー、金属たわし、化学ぞうきん、 
ナイロンたわし、漂白剤など）は使わないでください。 

♦食器洗い乾燥機、食器乾燥器に入れて乾燥させないでください。 

変形の原因になります。 






内容器の色む5や変を、水中の白い浮遊物について 

内容器にでさるサビのよラなホいはん点、乳白色•黒点-化色など 
のを色、白い浮遊物は水に含まれるミネラル成分（カルシウム•マ 
グネシウム-鉄分など）の作巧によるちのです。 

内容器自がのををや腐食ではありません。衛生上問題はありません 
が、巧れが目立ってをましたら、こまめにお手入れしてください。 


♦通常はスポンジで洗います。 

※クレンザーやたわし類を使わないでください。傷がつき、巧れが落ち 
にぐくなりまず。 

《長期間お手入れしないと、ちれがこびりついて落ちにくくなったり 
湯ねかし中の音が大きくなったりしますので、こまめにお手入れして 
ください。 

♦スポンジで洗っても落ちにくし巧れはクエン酸側就で洗浄に〜3 
ケ巧に1回）してくださし、。 

※クエン酸は当社の「電気ポット内容器洗ミき用クエン酸」(品蓄: PKS - 
01 20) をお使いください。 




巧容器の洗海のしか 


mm 


下記の内容を必ず守ってください。泡立ってお湯がふきこぼれたり、 
やけどのおそれがありまず。 

♦お湯は入れないでください。必ず水か弓な浄を行って < ださい。 
•満水目盛む上の水を入れないでください。 

♦洗浄中は、上ぶたを開けないでください。 
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①クエン酸約 30 呂（大さじ2〜3杯）を巧容器に入れる。 

曾満水目盛まで水を入れて混ぜ含わせ、上ぶたを閉める。 

◎お湯をわかし、約3時間保温ずる。 

@プラグをはずしてお湯を捨て、ミちれが残っている場合はスポンジ 
でこすり落とし、かで巧分にずすぐ。 

⑤クエン酸のにおいをとるため、水だけで再度還常通りにわかして 
お湯を捨てる。 

※汚れが落ちにくい場合は、水ですすいだ後再度クエン酸と水を入 
れてわかし、保温時間を長めにしてください。 

※カラださによる巧容器の変色はとれません。 


クエン酸は、お巧め①タイガー製品販売店または「連絡先」に記載の 
タイガーのもよりのま店、営業所（連絡先一1已ページ参照)で、 

品番： PKS -0120 「電気ポット内容器ミ先淨用クエン酸(約 30 gx 4 包 
入り ) J メーカー 希望小売価格： 40 日 円（税別）とご指定の 上お 問合せ 
ください。 （価樹 ま 20 日吕 年に月現在） 

※內容器洗浄用クエン酸は食品添加物につき、食品衛生上無害です。 



内容器にカルシウム分が付着しやずくなったり、また付着したカルシ 
ウム分がはがれて本体内のお湯や蒸気の出口をふさぐ場合がありまず。 
故障の原因にもなりますのでよりこまめにお手入れしてください。 

よくしぼったふさんで巧れをふさ 
とってください。 

上ぶた、本体、巧容器などの;'ちれ 
を落とし、乾いた巧でふき、自然 
乾燥してください。（特に巧容翻ま 
充分に）保管ずるときは、ポリ袋 
などで密封してゴキブリなどが入 
らなし1よラにして < ださい。 
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故障かな？と思った5 


修理を巧頼ずる前に、巧の点をお調べください。 

下記の点お-処置をしても改善されなし化きは、お買い上げの販売店にご相談 
ください。 

《ご自分での修理はを険ですか5絶巧にしないでください。 


f このような場合 

点巧と処置 ^ 

お煮がわかない 

(r 湯わかし j ランプがつかない） 

プラグがコンセントまたは、プラグ差し込み 
□からはずれていませんか？ 

入れる水の量がかなくありませんか？ 

一水を満水目盛まで入れる。 

r 湯ねかし j ランプに 
切り換わ5ない 

約80でむ上のお湯を入れていませんか？ 

一がしさめたお湯か水を入れる。 

カラださになっていませんか？ 

一水を満水目盛まで入れる。 

お湯が出ない、出に <い 

上ぶたは正しく閉まっていまずか？ 

(閉めち一 6 ぺージ参照） 

プッシュポタンを押しましたか？ 

お湯が自然に出る 

がを「満水目盛」 W 上に入れていませんか？ 

お湯がにおラ 

ご使用当柳ま、樹脂などのにおし佩すること 
がありますが、ご使用とともにかなくなります。 

水道水に含まれる消毒巧塩素（カルキ臭） 

の量により、わかしたお湯がにおうことが 
ありまずが、これは故障ではありません。 

ビニールシー トなどの敷物の上で使巧ずると、 
お湯に敦物のにおいが移ることがありまず。 

内容器び巧れている 
お湯に白い浮遊物び浮く 

水に含まれるミネラル成分の作用によるもので 
内容器自体の変色や腐食ではありません。 

ークエン酸で内容器を洗をする。 

(日〜10ページ参照） 

湯わかし中に"ゴー"と 
いラ音びする 

湯わかし中に発生ずる泡がはじける音で、巧 
障ではありません。 

巧容器が';ちれていると特に音が大きくなりまず。 
ークエン酸で巧客器を洗浄する。 

(9 〜 10 ページ参照） 

本な巧•側が熱い 

V 

保温を続けるため、室湿が富い場合は本がか 
側が熱くなりまずが、異常ではありません 。 J 


•樹脂成お品の一部に線がおよび波状の箇所が見える場含がありますが、 
これはウエルドラ イン および フローマー ク（樹脂成形時に発生ずる線状お 
よび波状の跡）でご使用上の記質にま障はありません。 
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消耗部品の取り誓えについて1 


ふたパッキンおよびその他のパッキン類は消耗部品でず。水質や使いちにより異な 
りますび、ご使用にともない傷んできまず。巧れや破損がひどくなった0、お湯が 
出にくくなったり、上ぶたのすを間か5蒸気がもれだしたら、新しいふたバッキンと 
交換(有償）してください。 



ふたパッキンは、おホめのタイガー製品販売店またはタイガーのもよりの 
ま店、営業所（連絡先一1日ページ参照)で、 

部品番号： PFH 1027とご指定の上お問合せください。 

※ふたパッキンを巧換してち不具合の時は、その他のパッキン類、成形品など 
が傷んでいる場含がありまずので、お問い合わせの上ご相談ください。 
















容 量（約） 

1.0し 1 

電 源 

交流10 OV 50-60 HZ t 

消費電力 

湯わかし電力 

40己 W 1 

平均保温電力 

17 W 

が形寸法(約） 

幅 

1 4.8 cm 

奧巧 

22.己 cm 

高さ 

25.2 cm 1 

質量 （約） （里混〕-ドを含む） 

1.1 Kg 

温度ヒューズ 

139で 

コードの長さ（約） 

1.5 m 1 


参保';量時の消費電力は、電圧■交流1日 0 V 、 室遍20で、適水保逼の場合の平均な遍電力です。 
秦特定地域惰山‘厳暮地など）におしのん所定の性能び唐保できなしにとがあります。 
こうした場巧での使用はお還けください。 
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